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相田衛生士

訪
問
は
多
職
種
連
携
が
必
要

腸
活
の
前
に
温
活
を

寒
さ
が
本
格
的
に
な
る
と
、
お
腹
の
不
調
、
便
秘
、
冷
え
、
肩
こ
り
、
な
ん
と
な
く
の
だ
る
さ
を
感
じ
る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
腸
活
」
、
た
し
か
に
大
切
な
健
康
習
慣
で
す
が
、
冬
こ
そ
意
識
し
た
い
の
は
、
実
は
「
温
活
」
で
す
。
寒
く
な
る
と
、

身
体
は
無
意
識
に
縮
こ
ま
り
、
血
流
も
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
内
臓
全
体
が
冷
え
る
、
腸
の
動
き
が
弱
ま
る
、
消
化
や
排
出
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
く
な
る
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
食
物
繊
維
を
頑
張
っ
て
摂
る
」
「
発
酵
食
品
だ
け
増
や
す
」
な

ど
、
腸
そ
の
も
の
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
、
身
体
の
冷
え
が
残
っ
た
ま
ま
で
は
、
効
果
を
実
感
し
に
く
い
と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
身
体
全
体
を
温
め
て
、
血
流
を
上
げ
る
、
そ
う
し
て
内
臓
が
き
ち
ん
と
動
け
る
状
態
を
作
っ
て
か
ら
、
腸
活
を
プ
ラ
ス
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
温
活
と
い
う
と
、
身
構
え
て
し
ま
う
方
も
多
い
で
す
が
、
難
し
い
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
首
・
お
腹
・
足
首
を
冷
や
さ
な
い
服
装
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
で
ゆ
っ
く
り
温
ま
る
、
冷
た
い
飲
み
物
を
控
え
る
、
温
か
い
飲
み

物
を
習
慣
に
す
る
、
こ
れ
だ
け
で
も
、
身
体
の
巡
り
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
身
体
を
温
か
く
し
て
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

歯磨きの時、皆さんはデンタルフロスや歯間ブラシを使用してしますか？お使いの方は、歯を磨く前に使うのと、磨いた
後に使うの、どちらが正しいか疑問に思ったことはありませんか？
実は、デンタルフロスや歯間ブラシは、歯磨き前に使用するのがお勧めです。歯磨きの際、歯磨き粉を使用する方は多い

と思いますが、歯磨き粉に含まれているフッ素などの有効成分ができるだけ長時間、口の中に残るようにする必要がありま
す。そのためには、歯磨き後のうがいは1回で終えるのが理想です。歯磨き後にデンタルフロスや歯間ブラシを使用すると、
うがいの回数が増える傾向にあり、その場合、歯磨き粉の有効成分が多く流れ出てしまいます。
以上のことから、デンタルフロスや歯間ブラシは歯磨き前に使用することをオススメします。その後、歯ブラシで歯を磨

き、うがいは1回で終わらせるようにし、うがいの際はお口をよく動かし、水を口全体に行き渡らせるのが効果的です。

AM PM

月～金 9：00～12：00 13：00～18：00

土 9：00～13：00 14：00～18：00

徳耀会 心療内科クリニック

午前 午後

月（隔週） 田邊心理士 田邊心理士

火 白井 白井

水 阿部 田村

水（隔週） 大楽 (女医・総合内科）

金 河口心理士 河口心理士

金 車地

土 田畑 田畑

土（隔週） 京野・稲川 京野・稲川

午前 午後

月 車地 車地

月（隔週） 田邊心理士 田邊心理士

火 河口心理士 河口心理士

水 外山 外山

木 榎本 榎本

金 田村

土 上里・藤本 上里・藤本

日 上里 上里

TEL ０３（５８５６）２７７８

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
は
、
戦
後
８
０
年

敗
戦
よ
り
復
興
し
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
世
界

の
中
で
、
奇
跡
的
に
豊
か
さ
を
、
甘
受
・
享
受
し
て
参
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
、

世
界
の
国
々
の
中
で

唯
一

平
和
ボ
ケ
し
た
国
民
で
あ
る
と
揶
揄
さ
れ
て
居
り

ま
す
。

世
界
の
国
々

国
内
外
の
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
日
本
の
経
済
は
、
大

き
な
岐
路
・
転
換
点
を
迎
え
て
居
り
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
医
療
・
介
護
の

業
界
も
、
御
多
分
に
も
れ
ず

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
、
物
価
高
、
低
賃
金
、
人

材
不
足
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り

こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
で
、
人
材
危
機
・
経
営
危
機
陥
っ

て
居
り
、
厳
し
い
状
況
が

長
く
続
い
て
き
て
居
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
１
０
月
に

新
政
権
が
誕
生
致
し
ま
し
た
が

さ
あ

ど
う
な
る
事
か
、
日
本
国
沈
没

に
な
る
か
、
再
浮
上
し
て

世
界
経
済
の
冠
た
る
ニ
ッ
ポ
ン
国
と
な
る
か
、
私
ど
も
と
致
し
ま
し
て
は
、

特
段
に
、
社
会
保
障(

医
療
・
介
護)

制
度
の
持
続
可
能
性
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

人
生
1
0
0
年
時
代
の
知
恵

北綾瀬駅メンタルクリニック

TEL ０３（３６０５）１０９４

月～土 10：00～19：00

日 10：00～14：00

※祝日休み

地
方
で
、
と
あ
る
患
者
さ
ん
を
現
在
担
当
し
て
い
ま
す
。

５
０
歳
前
後
の
女
性
で
、
脳
出
血
の
後
遺
症
の
た
め
食
い
し
ば
り
が
強
く
、
な
か
な
か
お
口
を
開
け
て
く
れ
な
い

の
で
口
腔
ケ
ア
を
、
と
い
う
お
話
だ
っ
た
の
で
す
が…

完
全
寝
た
き
り
だ
っ
た
初
診
か
ら
数
ヶ
月
後
に
は
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
や
看
護
師

の
声
か
け
・
取
り
組
み
の
お
か
げ
で
、
車
椅
子
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
少
し
ず
つ
ご
本
人
様
、

ご
家
族
様
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
訪
問
診
療
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
私
達
訪
問
歯
科
ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち
に
変
化
が
出
て

き
た
の
で
す
。

も
し
か
し
て
、
も
う
少
し
何
か
で
き
る
事
が
あ
る
の
で
は
？
と
。

担
当
者
会
議
を
し
て
、
経
口
摂
取
の
再
開
を
目
標
に
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
数
年
間
胃
ろ
う
だ
け
で
栄
養
を

と
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
少
量
な
ら
口
か
ら
の
食
事
も
出
来
る
の
で
は
？
と
な
り
、
口
腔
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
し
、
嚥
下
専
門
外

来
の
あ
る
病
院
と
も
連
携
を
と
っ
て
、
年
明
け
か
ら
は
在
宅
で
も
食
事
の
練
習
を
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
患
者
さ
ん
も
回
復
改
善
で
き
る
可
能
性
は
秘
め
て
い
る
、
多
職
種
が
連
携
し
て
様
々
な
視
点
か
ら
考
え
て
い
け
ば
、
そ
の
可

能
性
は
見
つ
か
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
そ
ん
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

精

神

科

訪

問

看

護

鈴

木

看

護

師

腸
は
、
消
化
・
吸
収
・
排
泄
の
た
め
の
器
官
で
す
が
、
人
体
の
中
の
最
大
の
免
疫
機
関
で
、
睡
眠
や
感
情

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

腸
に
は
、
数
億
の
神
経
細
胞
が
あ
り
、
腸
管
の
機
能
を
調
節
す
る
と
と
も
に
、
自
律
神
経
に
よ
り
、
脳
と

神
経
伝
達
物
質
を
通
し
て
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。
幸
せ
な
感
情
（
セ
ロ
ト
ニ
ン
）
、
良
質
な
睡
眠
（
メ
ラ

ト
ニ
ン
）
、
こ
れ
ら
は
、
脳
内
か
ら
分
泌
さ
れ
る
神
経
伝
達
物
質
で
す
が
、
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
と
い
う
体
内

で
作
れ
な
い
ア
ミ
ノ
酸
が
合
成
に
必
要
で
す
。
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は
、
乳
製
品
、
大
豆
製
品
、
肉
、
魚
、
バ

ナ
ナ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
腸
の
健
康
を
保
ち
、
精
神
安
定
、
快
眠
、
気
分
調
整
を
し
、
健
康
長
寿
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
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行

ワクチン接種について

令和7年10月1日よりインフルエンザワクチン、コロナ
ワクチン予約開始しております。
引き続き帯状疱疹ワクチン、肺炎球菌ワクチン受付し
ております。詳細は、心療内科クリニック看護師まで。

歯

科

医

師

森

先

生
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Photo Selection

新しい一年が始まりました。
今年は、午年で情熱と勢いが増し、大きな飛躍や挑戦に適したパワフルな年だそ
うです。また、午年生まれの人は一般的に、行動力があり、社交的で前向きな性
格とされているそうです。
ゆとりあの入居者の皆様にも毎年、生まれ干支をお伺いし話に花が咲いていま

す。
2026年の皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

クリスマス会
新年飾り・お節

初春の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
ゆとりあでは、先月末クリスマス会を行いました。入居者様と一緒に作り上げ

たクリスマス飾りを飾り付け、トナカイやサンタの衣装をまとい、入居者様から
は笑みがこぼれました。プレゼントも嬉しそうに手に取る姿がとても印象的でし
た。また、元旦にはおせち料理を用意致しました。いつもより皆様、よく召し上
がっていらっしゃいました。今後も季節の制作やレクを通し、皆様に季節や文化
を感じていただけたらと思っております。
冬は、胃腸炎や感染症などで体調不良になる方も多くいます。先月、ゆとりあ

でも風邪症状の方がおり、現在は回復されていますが、引き続き感染予防に努め、
皆様の健康管理に十分気を付けてまいりたいと思います。
何かありましたらお気軽にご相談ください。今後ともゆとりあをよろしくお願

い致します。

クリスマスケーキ

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

おせち お正月 遊び

4 5 6 7 8 9 10

体操、書初め 初風呂 紙飛行機 脳トレ、工作 風船バレー おやつレク ぬり絵

11 12 13 14 15 16 17

体操 食レク 2F誕生会 3F誕生会 ぬり絵

18 19 20 21 22 23 24

体操 工作 紙飛行機 歌の会 ボール遊び 風船バレー ぬり絵

25 26 27 28 29 30 31

体操 2月の 飾りつけ （節分） ぬり絵

面談日 ２月の面談日： 　２（月）、１０（火）、１９（木）、２７（金）

精神科往診： 毎週木曜 内科往診： １４（水）、２８（水）

2F

S.Kさん
来年の干支の「うま」のイラストに色ぬりをして楽しみまし
た。

Ｔ.Yさん
風邪をひかれていましたが、リハビリで少しずつご自身でで
きる事をやっています。

M.Kさん
食事前に体操したり、日中も少しベットで休む時間を作り、
工夫しています。

I.Sさん
3食しっかり食べてお元気です。日中、昼寝をする時間を設
け、リフレッシュしています。

K.Hさん
体調崩された日が続いておりましたが、回復されて、今まで
通り過ごされています。

N.Kさん
体調を崩された日もありましたが、回復されてお元気そうで
す。

Ｓ.Uさん
風邪をひかないように、夜はやることを終えたら早めに休ん
でいただくようにしています。

３F

M.Iさん
「冬のやさい」や「クリスマス」のイラストの色塗りをした
りして、楽しんでいます。

T.Iさん
クリスマス会では歌を歌ったり、雰囲気を楽しんで過ごされ
ていました。

K.Aさん
来年の干支の「うま」を少しハンサムに描いて、「ボーイフ
レンドみたい」と話が盛り上がっていました。

T.Mさん
「雪だるま」や「みかん」のイラストのちぎり絵を作る作業
をしました。

A.Mさん
クリスマス会では、明るく楽しい時間を皆様で過ごしまし
た。

T.Sさん
やる気スイッチが入ったのか、ご自身できれいに衣類の整理
整頓をされていました。

M.Sさん
毎朝、温かいコーヒーを飲みながら同テーブルの方と話した
り、音楽を聴いて過ごしています。

Ｓ.Ｋさん 来年の干支「うま」のちぎり絵を皆で作りました。

M.Kさん
歌を歌ったり、雑誌を眺めたり、落ち着いて過ごされていま
す。

今月の私

お正月のイラス
トをたくさん飾

りました


	スライド 1
	スライド 2

